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は じ め に

ホタテガイの放流､垂下養殖を行なう場合､中間育成時代になるべ く稚月を成長させておくことがそ

の後の成長に大きな 影響を与える.ここでは 色々を収容密度における成長状況を試験 した｡

調 査 方 法

o 調査期間 :昭和44年 9月 18日か ら昭和45年 8月31日まで (第 1表参鼎)

o調査場所 :青森市奥内に設置した延縄施設､水深30m.の場所で水深15.-20m層に垂下した.

0 調査事項 :

(1) 第 1表に示した 6区分の収容密度にし､これを 1.5- 2,0分目のパールネットに入れ 5回にわた

って殻長､重量､生存率を脚定した｡-い死月は測定の度 に補充して一定の密度を保った.

(2) 青森市海藻類採苗場から調査期間中の沿岸水温をおか りして整理した0

調 査結果および考察

1: I,'-ルネット当りの収容密度と成長

この結果は第 1表に示したとお りであ り､成長状況を図示したのが第 1図である｡収容密度の少な

いものほど良い成長を示してお り､重量では著るしい差を示した｡月当りの増殻長をみると産卵後満

1任となる 3月までは 100個までは 0､6- 0､9m の成長であり､ 2年 目に入 って 8月までは0.3-

0･4cmの成長である｡一万 200個以上の収容密度では 3月までは 0.4- 0.5m ､ 3-8月までは

0･2- 0･4L･"Ltな り､満1年に浸る3月までの成長差は大きかった0 月当 りの増重量についてみると

1- 3月が最も詠ハ増量を示し､ 3-6月がこれに次いでおり､6- 8月にか けては鈍っていた.こ

のこ とは産卵期や水温が大 きく影響している ものと思われる.夜お100個収容では 12月 18日で

94%が殻長 3cTnを越え､ 1月 20日には 74% が 4C7nを越えていた.

2,生 存 率

この結果は第 1表のとおりであり高密厚のものほど生存率は低かった｡ この傾向は 9-12月およ

び6-8月の高水温時に目立 っ た｡

3. 水 温

調査期間中の水温変化を第 2囲VC_示 した｡奥内沖 400m,の水深6m層では 7月下旬から9月下旬

までの 問は 20℃を越えてお り､最高水温は8月下旬から9月上旬の23･5℃であり､巌低水温は 3

月中旬の 4.5℃であった｡

塩詳細は青水増情報 S45: J%.6で報告ずみ
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第 1表 中間育成脚定結果
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第 1図 }1-ル ネット当 りの収容密度と成長
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(刀)第 2図 水温変化 (奥内旬別 鹿岸 400m水深6m

)(青森市海藻類採苗場によった




